
編

集

後

記

◇

『
甲
府
市
史
研
究
』
第
九
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

本
号
に
は
、
論
考
六
編
の
ほ
か
、
史
料
紹
介
と

発
掘
調
査
報
告
各

一
編
、

「
市
史
の
広
場
」
の
小

品
三
編
を
掲
載
し
ま
し
た
。

◇
巻
頭
の
手
塚
論
文
は
、
江
戸
時
代
の
山
国
甲
斐

へ
の
魚
荷
の
輸
送
方
法
や
経
路
に
つ
い
て
考
察
し

た
も
の
で
、
魚
問
屋
と
青
物
仲
間
と
の
権
利
争
い

な
ど
に
も
触
れ
、
興
味
深
い
内
容
と
な
っ
て
い
ま

す
。
輸
送
の
手
間
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、
甲
府
で

の
鮮
魚
の
値
段
は
さ
ぞ
か
し
高
か
っ
た
と
思
い
ま

す
が
、
因
に
秋
の
味
覚
の
一
つ
で
あ
る
鰍
の
小
売

指
導
価
格
は
、　
一
本

一
四
八
文
（
天
保

一
三
年
）と

の
こ
と
で
す
。

「
五
十
集
」
に
関
す
る
本
格
的
な
論
考
は
少
な

く
、
療
養
中
に
も
拘
わ
ら
ず
ご
執
筆
い
た
だ
い
た

手
塚
委
員
に
お
礼
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

◇
島
袋
論
文
は
、
高
度
経
済
成
長
期
に
お
け
る
本

県
の
経
済
構
造
を
、
製
糸

。
織
物
を
軸
と
す
る
在

来
産
業
に
重
点
を
置
い
て
分
析
し
、
当
該
期
に
お

け
る
本
県
経
済
の
停
滞
要
因
を
追
究
し
て
い
ま
す
。

統
計
処
理
に
多
く
の
時
間
を
割
い
た
緻
密
な
研
究

で
あ
り
、
そ
の
成
果
は

「
現
代
通
史
編
」
に
も
生

か
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

◇
白
倉
論
文
は
、
甲
府
を
生
活
の
舞
台
と
し
た
芥

川
賞
作
家
小
尾
十
三
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
た
も
の

で
す
。

「
登
攀
」

「
雑
巾
先
生
」
な
ど
の
小
説
に

つ
い
て
、
作
品
の
生
ま
れ
た
背
景
や
題
材
の
採
り

方
を
詳
細
に
記
述
し
、
愛
の
精
神
を
基
調
と
す
る

小
尾
文
学
の
神
髄
に
追

っ
て
い
ま
す
。

◇
続
く
塩
野
論
文
も
文
学
に
関
す
る
も
の
で
す
。

こ
れ
は
、
昭
和

一
七
年
よ
り
開
始
さ
れ
た

「中
部

文
学
」
の
刊
行
な
ど
に
、
甲
府
を
活
動
拠
点
と
す

る
小
規
模
な
地
方
文
壇
の
形
成
と
展
開
を
み
た
も

の
で
、
地
方
文
壇
成
立
の
要
件
を
探
り
つ
つ
、
地

方
文
学
の
存
在
意
識
を
問
い
掛
け
た
意
欲
作
で
す
。

◇
萩
原
委
員

。
平
野
修
氏
に
よ
る

「
湯
村
山
城
跡

発
掘
調
査
報
告
」
は
、
昭
和
六
三
年
に
考
古

・
古

代

。
中
世
部
会
が
実
施
し
た
湯
村
山
城
の
調
査
報

告
で
す
。
既
に
調
査
の
概
要
は
、

「原
始
・
古
代

・

中
世
史
料
編
」
や

「
同
通
史
編
」
に
発
表
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
今
回
が
正
式
報
告
と
な
り
ま
す
。
遺

構

・
遺
物
の
実
測
図
が
多
く
作
成
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
今
後
、
城
郭
研
究
の
貴
重
な
資
料
と
な
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

◇
畑
大
介
氏
の
論
文
は
、
立
地
形
に
左
右
さ
れ
易

い
山
城
の
縄
張
り
に
つ
い
て
、
尾
根
上
に
占
地
す

る
城
郭
だ
け
を
抽
出
し
て
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、

築
城
手
法
の
系
統
的
把
握
を
試
み
て
い
ま
す
。
城

郭
研
究
に
新
た
な
視
点
を
投
じ
て
い
る
点
、
重
要

で
す
。

◇

「
廿
人
町
の
歴
史
」
は
、
小
沢
秀
之
委
員
よ
り

数
年
前
に
い
た
だ
い
た
原
稿
を
収
録
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
つ
が
さ
な
現
地
踏
査
と
と
ヤ
リ
ン

グ
調
査
を
ベ
ー
ス
に
、
十
人
町
の
う
つ
り
変
わ
り

と
、
こ
の
町
に
生
ま
れ
育

っ
た
初
代
駅
逓
正
杉
浦

譲
、
ま
た
同
町
の
守
護
神

「稲
荷
社
」
な
ど
に
つ

い
て
記
述
し
て
お
り
ま
す
。

◇
柴
辻
委
員
の
報
文
は
、
本
車
学
者
渋
江
虻
（
長

伯
）
の
著
わ
し
た
文
化
年
間
の
紀
行
文

「
官
遊
紀

勝
」
の
紹
介
で
す
。
同
書
は
本
県
で
は
全
く
し
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
史
料
で
す
が
、
甲
府
に
関
わ
る

記
述
内
容
と
リ
ア
ル
な
挿
絵
に
み
る
べ
き
も
の
が

あ
り
ま
す
。
挿
絵
の
一
部
は

「
近
世
通
史
編
」
の

口
絵
で
も
紹
介
す
る
予
定
で
す
の
で
、
ご
期
待
く

だ
さ
い
。

◇

「
市
史
の
広
場
」
に
は
、
前
編
さ
ん
委
員
の
鷹

野
水
道
事
業
管
理
者
、
古
屋
調
査
協
力
員
、
事
務

局
山
田
武
雄
の
各
氏
か
ら
、
本
市
上
水
道
・
片
歌

・

石
造
物
調
査
に
関
わ
る
小
論
を
お
寄
せ
い
た
だ
き

ま
し
た
。

◇
本
号
は
、

「現
代
史
料
編
Ｈ
」

「
甲
府
の
石
造

物
」

「
市
史
編
さ
ん
だ
よ
り
第
１６
号
」
と
編
集
日
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程
が
重
な
り
ま
し
た
が
、
ど
う
や
ら
予
定
し
た
日

程
で
お
届
け
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
初
め
て

任
さ
れ
た

「編
集
後
記
」
も
や
っ
と
書
き
終
え
、

ホ
ッ
と
し
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
執
筆
者
各
位
に
は
い

ず
れ
も
ご
労
作
を
い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（数
野
）
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